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市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

津谷市長年度始めの訓示／市長ダイアリー 工藤信夫副市長退任式／もりよし学校給食センター竣工式

◇
3
月
16
日
〜
4
月
15
日

３
月
17
日（
火
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
83
回
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

▽
市
第
二
次
障
が
い
者
計
画
・
第
四
期
障
が
い
福
祉
計
画
答
申（
本

庁
舎
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部
全
国
大
会
成
績
報
告（
本
庁
舎
）

19
日（
木
）▽
平
成
27
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

20
日（
金
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

21
日（
土
）▽
平
成
26
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

22
日（
日
）▽
合
川
北
小
学
校
閉
校
式・記
念
碑
除
幕
式（
同
校
体
育
館
）

23
日（
月
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）∇
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
秋
田
県
県

北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
黄
色
い
帽
子
贈
呈（
本
庁
舎
）∇
森
吉
中
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
全
国
大
会
出
場
報
告 （
本
庁
舎
）

25
日（
水
）▽
秋
田
県
地
方
創
生
有
識
者
会
議（
秋
田
市
）

26
日（
木
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

27
日（
金
）▽
市
立
鷹
巣
中
央
保
育
園
移
管
式（
同
園
）

31
日（
火
）▽
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
工
藤
副
市
長
退
任
式（
本
庁
舎
）

４
月
１
日（
水
）▽
定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
年
度
始
め
の
市
長
訓
示

及
び
新
規
採
用
職
員
紹
介（
本
庁
舎
）

３
日（
金
）▽
臨
時
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
第
1
回
北
秋
田
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

実
行
委
員
会（
中
央
公
民
館
）

５
日（
日
）▽
春
の
火
災
予
防
運
動
一
斉
放
水
訓
練（
中
央
公
園
ほ
か
）

６
日（
月
）▽
も
り
よ
し
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
式（
同
セ
ン
タ
ー
）▽
鷹
巣
南

中
学
校
入
学
式（
同
校
）▽
北
秋
田
市
防
犯
指
導
員
・
交
通
指
導
員
委

嘱
状
交
付
式（
中
央
公
民
館
）

７
日（
火
）▽
鷹
巣
小
学
校
入
学
式（
同
校
）▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
入
学
式（
同

校
）▽
市
介
護
認
定
審
査
会
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

８
日（
水
）▽
合
川
小
学
校
入
学
式・竣
工
式（
同
校
）▽
鷹
巣
中
学
校
入
学
式（
同
校
）

10
日（
金
）▽
秋
田
林
業
大
学
校
開
講
式（
秋
田
市
）

11
日（
土
）▽
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
為
三
さ
ん
!
」初
日
公
演（
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
）

14
日（
火
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
女
性
部
第
22
回
総
代
会（
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
本
所
）▽
前
人

権
擁
護
委
員
栗
谷
幹
丈
氏
へ
の
感
謝
状
贈
呈（
本
庁
舎
）

　
平
成
27
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

市
役
所
で
は
４
月
１
日
に
職
員
の
人
事
異

動
に
伴
う
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

津
谷
市
長
が
年
度
始
め
の
訓
示
を
行
い
ま

し
た
。

　
辞
令
交
付
式
で
は
、
異
動
に
な
っ
た
主

幹
級
以
上
の
職
員
と
新
規
採
用
職
員
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
、
新
規
採
用
職
員
を
代
表

し
、
桜
庭
遼
平
主
事
が
「
住
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を

執
行
す
る
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
主
幹
級
以
上
の
職
員
を
前

に
訓
示
し
、
本
年
度
の
重
点
施
策
に
定
住

促
進
、
子
育
て
支
援
、
地
方
創
生
を
掲
げ

な
が
ら
「
人
口
減
少
や
少
子
化
の
ス
ピ
ー

ド
を
少
し
で
も
抑
え
、
人
々
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
『
住
み
よ
い
ま
ち
・
北

秋
田
市
』
づ
く
り
に
向
け
て
、
定
住
促
進

基
本
方
針
を
具
現
化
す
る
た
め
、
情
報
発

信
や
就
業
支
援
、
移
住
者
対
策
と
子
育
て

支
援
の
充
実
な
ど
を
積
極
的
に
推
し
進
め

て
い
く
。
国
の
地
方
創
生
に
対
応
し
た

『
北
秋
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
北
秋

田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
』
の
策
定
に
取
り
掛
か
る
と
と
も
に
、

次
期
北
秋
田
市
総
合
計
画
も
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
こ
の
一
年
が
重

要
な
年
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
秋
田
市
に
は
魅
力
あ
る
宝
が

た
く
さ
ん
埋
も
れ
て
い
る
と
し
「
あ
た
り

前
す
ぎ
て
気
付
か
な
い
で
い
る
価
値
を
、

ま
ず
私
た
ち
自
ら
が
認
識
し
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
ど
ん
ど
ん
市
内
外
へ
売
り
込
ん

で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、
た
い
へ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
職
員

同
士
の
協
力
が
必
要
だ
が
、
地
方
創
生
が

叫
ば
れ
る
今
こ
そ
、
市
民
が
明
る
く
生
き

生
き
と
暮
ら
す
北
秋
田
市
づ
く
り
に
向

か
っ
て
、
知
恵
と
汗
を
振
り
絞
っ
て
前
に

進
も
う
。
皆
さ
ん
の
前
向
き
な
姿
勢
を
大

い
に
期
待
す
る
」
と
職
員
の
奮
起
を
促
し

ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
３
月
31
日
で
退
任
す

る
工
藤
信
夫
副
市
長
の
退
任
式
が
、
３
月

31
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
参
集
し
た
幹

部
職
員
を
前
に
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。 

　
工
藤
副
市
長
は
、
関
東
学
院
大
学
工
学

部
を
卒
業
し
、
民
間
会
社
を
経
て
昭
和
53

年
に
鷹
巣
町
職
員
に
採
用
さ
れ
、
建
設
課

長
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
、
財
務
課
長
、

福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
合
併
後
は
、
下
水
道
課
長
、

建
設
課
長
、
総
務
部
長
を
歴
任
し
平
成
23

年
４
月
１
日
に
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
退
任
式
で
、
津
谷
市
長
は
「
副
市
長
に

就
任
さ
れ
た
平
成
23
年
は
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
年
。
あ
の
よ
う
な
大
混
乱

の
中
で
職
員
を
束
ね
、
職
員
が
一
致
団
結

し
て
市
民
の
安
全
安
心
の
確
保
に
あ
た
る

た
め
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
い
た
。
就
任
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
行
政
経
験
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
市

長
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
す
る
と
述
べ
ら

れ
た
と
お
り
、
副
市
長
と
し
て
私
の
そ
ば

で
し
っ
か
り
と
支
え
て
く
れ
た
。
こ
の
４

年
間
、
様
々
な
悩
み
や
ご
苦
労
も
あ
っ
た

と
思
う
が
、
表
面
に
は
出
さ
ず
、
今
日
ま

で
副
市
長
の
役
職
を
続
け
て
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
へ
の
ご
指
導
、
市

政
へ
の
ご
教
授
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
工
藤
副
市
長
は
「
現
在
、
住

ん
で
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
住
む
で
あ
ろ
う

人
た
ち
が
、
将
来
、
明
る
い
見
通
し
が
見

い
出
せ
る
よ
う
な
業
務
を
行
う
こ
と
が
自

治
体
の
役
割
と
考
え
て
い
る
。
高
齢
化
、

少
子
化
、
人
口
減
少
、
そ
し
て
地
方
創
生

は
突
然
に
課
題
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

豊
富
な
経
験
と
知
識
、
更
に
は
個
々
の
感

性
を
高
め
な
が
ら
、
今
後
よ
り
一
層
、
津

谷
市
長
の
も
と
市
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
４
年

間
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

工
藤
信
夫
副
市
長
退
任
式

市
長
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
た
4
年
間

津
谷
市
長
年
度
始
め
の
訓
示

今
こ
そ
、
知
恵
と
汗
を
振
り
絞
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
食
を
支
え
る
施
設
が
完
成

も
り
よ
し
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

　
北
秋
田
市
も
り
よ
し
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
竣
工
式
が
、
４
月
６
日
に
米
内
沢

字
林
ノ
腰
地
内
の
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

関
係
者
約
30
人
が
出
席
し
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。 　

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
合
川
、
森
吉
、
阿
仁

地
区
の
老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
や
学

校
給
食
調
理
場
な
ど
７
施
設
を
統
合
し
、

旧
米
内
沢
総
合
病
院
跡
地
に
新
築
し
た
も

の
。
延
床
面
積
は
約
１
４
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
１
階
に
は
下
処
理
室
、
調
理
室
、

焼
物
・
揚
物
・
蒸
物
・
炊
飯
室
、
ア
レ
ル

ギ
ー
食
調
理
室
等
を
備
え
る
オ
ー
ル
電
化

厨
房
、
２
階
に
は
食
育
研
修
の
場
と
し
て

活
用
で
き
る
見
学
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
等

が
設
け
ら
れ
、
同
地
区
の
小
学
校
５
校
、

中
学
校
３
校
に
約
９
５
０
食
提
供
し
ま
す
。

　
式
典
で
津
谷
市
長
は
「
当
セ
ン
タ
ー
が
、

こ
の
地
域
の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
食
を
支
え
る
中
心
的
な
施
設
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
。 

引
き
続
き
、
市
、
市
議
会
、

教
育
委
員
会
、
周
辺
自
治
会
、
工
事
関
係

者
の
代
表
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
て

セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

  

こ
の
日
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
本
格
稼
働

の
初
日
と
な
り
、
出
席
者
は
、
見
学
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
か
ら
、
大
型
の
調
理
器

で
手
際
よ
く
調
理
す
る
様
子
を
確
か
め
て

い
ま
し
た
。

▲２階の見学・ミーティング室から見た
調理の様子

▲退任のあいさつの後、津谷市長から花
束の贈呈を受ける工藤信夫副市長

▲津谷市長らがテープカットを行って完
成を祝いました

▲市役所の主幹級以上の職員らを前に津
谷市長が訓示


